





















中等科 高等科 女子夜学部 備考
出典
『東亜日報』
23 100 名 100 名 100 名 100 余名 金陵学院 4 月 1 日開学。試験：3 月 20 日。











試験：4 月 5・6 日
1924.3.13
25 224 名 36 名 学院長：高徳煥。教員：李永局・朴元錫




12 月 1 日開学
「無産青年の教養のため」、労働夜学を 10
月 22 日開学。朝鮮語・日語・算術等。授

















注 1：「初等科・中等科・高等科」は 1924 年から「普通科・高等科」となった。
注 2：実線の斜線は開設されていないことが確認できるもの。破線は未確認のもの。
（2）金陵青年会と高等普通学校期成会組織
　1921 年 8 月に結成された金陵青年会が、翌年 22 年の秋には独自の会館を建設し、23 年
4 月にはその会館を利用して金陵学院を開学し教育事業を行っていたことは前項で見た。









 27 『東亜日報』1928 年 2 月 17 日。



























設立基金の総予算額を 30 万 8800 円と見積もっている。このうち 20 万円は高普の基本積
立金として土地を買い取り、そこからの「収穫」を学校維持費に充て、残り 10 万 8800 円
を設備費用とするとされた。
　問題はこの費用の拠出であるが、郡内居住・非居住に関係なく、金泉郡内に土地を所有
















































金泉高等普通学校期成会では（中略）基本金 30 万円を郡内 20 面に分配して募集するが、
此の徴収方法は 2 種に分け、1 は各面長に依頼して戸別割で徴収し、2 は他郡居住者
で金泉郡内に土地を所有する者に地位割で徴収することにし、そのほか篤志家の義捐
金によって基本金を構成することにした。執行委員は 97 人として金泉面で 40 人、そ
 31 『東亜日報』1924 年 3 月 10 日、同年 3 月 21 日、同年 4 月 1 日、同年 4 月 4 日。
 32 『東亜日報』1925 年 11 月 13 日、同年 9 月 27 日。
 33 『東亜日報』1925 年 11 月 13 日、1922 年 3 月 31 日。高徳煥・黄儧周・李正得は 1922 年当時三者とも
に「再任」となっており、青年会の初期からの役員であったと思われる。
 34 『東亜日報』1927 年 2 月 19 日、同年 3 月 2 日、同年 3 月 15 日。
古川 宣子
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。資金調達方法が二転三転しており、またこの 3 カ月後の 6 月下旬に
開かれた執行委員会では、「事業進行状況は意外に早く進捗」としつつも「来年 3 月末ま




　こうした中、金陵青年会で初期から活動し、1927 年 3 月の金泉高普期成会執行委員会
で常務委員に高徳煥などとともに選ばれている李漢騏が、金泉出身で財産家の崔松雪から
自己の財産調査についての依頼を 28 年に受けたという 
38
。そして、財産を金泉高等普通学
校設立のために寄付してほしいという李漢騏や高徳煥の説得が功を奏し、1930 年 2 月 23












 35 『東亜日報』1927 年 3 月 15 日。
 36 『東亜日報』1927 年 3 月 29 日。なお、同記事で、「提案、各面に支部を設置するが、当該面長を支部
長に選び、面委員として常務に充当すること」という方案も検討されていたことがわかる。
 37 『東亜日報』1927 年 6 月 25 日。
 38 金泉中・高等学校『松雪五十年』（1981 年）35 ～ 36 頁。なお、李漢騏の経歴を見ると、1925 年に司
法書士になったとされている（同、287 頁）。
 39 慶尚北道の 1929 年調査では、10 万円以上 30 万円未満 3 名、5 万円以上 10 万円未満 23 名が金泉郡の
